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パーキンソン病もっと知ろう
第7回 運動症状と対処法

〈監修〉馬場　徹先生（行政独立法人 国立病院機構 仙台西多賀病院 脳神経内科 医長）

・・・・・・・・・運動症状にはどのように対処しますか？
パーキンソン病は、お薬による治療が有効な病気ですから、治療の中心は薬物治療となります。薬物
治療では、まずはL-ドパ（レボドパ）を使うドパミン補充療法を進めていきます。薬物治療により運動症状
がきちんと管理できると、運動症状以外の症状（非運動症状）も改善しやすくなる可能性があります4）。
お薬はきちんと服用して運動症状を抑え、体を動かしやすい状態を維持しましょう。また、リハビリ
テーションによって、関節が固くならないようにしたり筋力を維持したりすることも大切です5）。

・・・・・・・・・パーキンソン病の運動症状にはどのようなものがありますか？
パーキンソン病の主な運動症状には、動作が遅くなる（無動・寡動）、手足や体幹がこわばる（筋強剛）、
手足がふるえる（振戦）、倒れやすくなる（姿勢保持障害）があります。このほか、病気が進んでくると、歩
幅が小さくなる（小刻み歩行）、一歩が踏み出しにくくなる（すくみ足）、歩いているうちに体が前傾して小
走りなってしまう（突進歩行）などパーキンソン病に特徴的な運動症状が出ることがあります1,2,3）。

●パーキンソン病が進んだ時期の歩き方の特徴

●薬物治療とリハビリテーションで治療

〈総監修〉武田　篤先生（独立行政法人 国立病院機構 仙台西多賀病院 院長）
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馬場　徹先生
からのコメント

・・・・・・・・・リハビリテーションはどのように行うのでしょう？
リハビリテーションは、（1）歩行訓練や運動機能維持のための理学療法、（2）日常生活の着替え、食事
動作、細かな手指の動きなどのトレーニングを行う作業療法、（3）話しにくさや嚥下障害の改善のため
のトレーニングを行う言語聴覚訓練など、目的によってそれぞれの専門の医療スタッフが患者さんをサ
ポートしながら行います6）。
運動症状のリハビリテーションは、症状や病気の進み方に合わせた訓練があり種類も多いので、主治
医や専門のスタッフとリハビリテーションの内容についてご相談ください。
ここでは、椅子やベッドに座ってできるリハビリテーションをご紹介します。病気が進んでくると、
座っている椅子から立ち上がるといった日常の動作がむずかしくなることがあります。そこで、椅子か
ら立ったり座ったりする動作を行います。また、体幹の筋力増強やストレッチのために、座った姿勢で
体を左右にひねったり前後に曲げ伸ばしたりする運動も運動症状への効果が期待できます7,8）。

●椅子やベッドに座ってできるリハビリテーション

薬剤治療とリハビリテーションはパーキンソン病治療における車の両輪です。
発症後の早い時期から適切な薬物療法と積極的なリハビリテーションを行う
ことで、運動症状を改善したり悪化を抑えられる可能性があります。
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椅子のひじ掛けを押し、前に出して
おいた足を踏み出すようにして立ち
上がる

腰が座席の中央に来るようにする。
つづいてあごを引き、体を45度曲げ
て座席にゆっくり腰を下ろす

両手を頭の後ろで組み、体をゆっくり前と後ろに曲げ伸ばす

両手を頭の後ろで組み、体をゆっくり左右にひねる
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